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緒　　言

コールダックは体重が 1  ㎏に満たない世界最小のア
ヒルであり，ヨーロッパを中心に愛玩用として飼養され
ている（秋篠宮ら，1994）．かつてコールダックは，カモ
猟で“おとり”として重宝され，オランダ語で罠（de 
Kooi）を意味するデコイと呼ばれることもある（Ashton・
Ashton, 2001）．
著者らはアイガモ農法でのコールダックの利用を検討

しており，水田放飼したコールダックが十分な除草効果
を示すことを明らかにしている（未発表）（第 1図）．し
かしながら，我が国におけるコールダックの飼養は愛玩
用に限定されており，農業分野での利用を推進するため
には，その発育や繁殖特性などを明らかにしていく必要
がある．本研究では，コールダックの繁殖特性の解明に
向けた基礎的知見を得ることを目的として，種卵を人工
孵化した際の孵化成績を明らかにした．

材料および方法

試験には2022年 6 月から同年 7月にかけて，オス 3羽
とメス 3羽で構成された繁殖群（12ヵ月齢）より採取し
た種卵を用いた．アヒルの種卵の保存は14日間が限度と
されており，12～14℃での貯卵が最適条件とされている

（Ashton・Ashton, 2001）．本研究はこれに準ずる形で，種
卵を約12℃で保存し，採卵から14日以内に温度37.0℃，
湿度60～80％に設定した人工孵卵機（P-05型，昭和フラ
ンキ社製）に入卵した（柳田，1981）．本研究では，6月
24日に 6 個（貯卵期間： 1～ 7 日間）， 7 月15日に 8 個
（貯卵期間：1～11日間）の計14個を供試した．孵卵 7日
目に最初の検卵を行い，無精卵および発育停止卵を除い
た後，受精率を求めた．14日目および23日目にも検卵を
行い，発育停止卵を除いた．転卵は孵卵開始から23日目
まで 1時間に 1回自動で行い，23日目の検卵終了後，種
卵を発生枠に移動して静置した．25～28日目にかけて 1
日 1回，孵化羽数を確認し，対入卵孵化率および対受精
卵孵化率をそれぞれ算出した．28日目には，孵化がみら
れなかった発育停止卵の数を調べ，孵卵を終了した．

結果および考察

コールダックの孵化成績を第 1表に示した．種卵の重
量は37～55g，受精率は78.6％であった．孵化率について
は，対入卵孵化率で21.4％，対受精卵孵化率で27.3％を示
した．アイガモの孵化には，28日前後を要し，受精率は
90％以上，孵化率は70～80％程度とされている（髙山ら，
2019；柳田，1981）．これに対して，コールダックの孵化
日数は若干短く26日前後とされており（Ashton・Ashton, 
2001），本研究でも同様な結果を示した．受精率について
は，コールダックはアイガモに比べて低く，孵化率は
1 / 3 ～ 1 / 4 に過ぎなかった．コールダックの人工孵化
では，孵化直前で発育が停止する“死籠り卵”が多く発
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生し，孵化率も低いとされている（Ashton・Ashton, 
2001）．本研究において孵卵 7，14，23および28日に発生
した発育停止卵は１，0，2および 5個であり，その構
成割合は12.5，0 ，25.0および62.5％を示し，孵化直前に
発育停止卵（死籠り卵）の発生が集中していることが明
らかになった．
本研究で孵化した初生雛の嘴には“卵歯”がみられ，

観察された死籠り卵 5個のうち 3個で“嘴打ち（はしう
ち）”の跡が認められた（第 2図）．卵を割って中を確認
したところ，ヒナが卵外に出るまでに多くの時間を要し
てしまい，死亡したものと推察された．今後はコール
ダックの孵化に適した貯卵条件（温度，湿度，期間）や

孵卵条件（温度，湿度）を検討するとともに，死籠り卵
の発生を抑制するために，嘴打ちがみられた卵の殻を人
為的に割る介助の有効性についても追究すべきである．
また，コールダックは就巣性を有しており（Ashton・
Ashton, 2001）（第 3図），自然孵化による孵化成績につい
ても検討の余地がある．

要　　約

コールダックの繁殖特性の解明に向けた基礎的知見を
得ることを目的として，種卵を人工孵化した際の孵化成
績を明らかにした．2022年 6 月から同年 7月にかけて，

第１図　コールダックの水田放飼

第１表　コールダックの孵化成績
1 ）孵化状況

入卵数 受精卵数 受精率 孵化日数 孵化羽数
孵化率（％）

対入卵 対受精卵
14 11 78.6 26 3 21.4 27.3

2 ）発育停止卵の発生状況
発育停止卵数

合計
7日目 14日目 23日目 27日目
1

（12.5）
0
（0）

2
（25.0）

5
（62.5）

8

（　）内の数値：発育停止卵の合計数に対する割合（％）を示す．

第２図　コールダックの初生雛と卵歯（白丸部分）（左），死籠り卵（右）
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貯卵期間が14日以内の種卵14個を温度37.0℃，湿度60～
80％に設定した人工孵卵機に入卵した．受精率は78.6％，
孵化率は対入卵孵化率で21.4％，対受精卵孵化率で
27.3％を示した．今後はコールダックの孵化率を向上さ
せるための最適な貯卵条件や孵卵条件を検討するととも
に，死籠り卵の発生を抑制するために，嘴打ちがみられ
た卵の殻を人為的に割る介助の有効性についても追究す
べきである．また，コールダックは就巣性を有しており，
自然孵化による孵化成績についても検討の余地がある．
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第３図　コールダックの抱卵


